
高
齢
者
で
増
加
も
総
枠
不
十
分

予
防
歯
科
の
重
要
性
が
問
わ
れ
る　

２
０
２
３
年
度
の
歯
科
医

療
費
（
診
療
内
容
別
）
で
は

前
年
比
で
総
数
が
２
・
６
％

増
え
て
い
る　
　
　
。

　
診
療
内
容
別
に
医
療
費
の

伸
び
率
を
見
る
と
、「
入
院
料

等（
前
年
比
18・１
％
増
）」「
注

射（
前
年
比
15・２
％
増
）」「
特

定
保
険
医
療
材
料
（
前
年
比

15
・
１
％
増
）」
な
ど
が
大
き

く
増
加
し
て
い
る
。

　
10
月
12
日
「
地
方
に
お
け

る
医
師
の
偏
在
問
題
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
佐
古
和
廣

先
生
（
北
海
道
医
師
会
副
会

長
）
を
お
招
き
し
て
公
開
医

政
講
演
会
を
開
催
し
た
。
会

の
冒
頭
、
橋
本
透
会
長
よ
り

「
医
師
の
偏
在
対
策
は
相
当
難

し
い
問
題
だ
。
特
に
北
海
道

は
広
く
、
多
く
の
自
治
体
を

有
し
て
い
る
。
全
国
の
医
師

偏
在
対
策
だ
け
で
は
北
海
道

高
齢
化
社
会
の
進
展
や
生
活

習
慣
の
変
化
な
ど
、
様
々
な

要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て

お
り
、
一
朝
一
夕
に
解
決
で

き
る
問
題
で
は
な
い
。
国
民

全
体
で
口
腔
の
健
康
意
識
を

高
め
、
予
防
歯
科
の
重
要
性

を
理
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
政
府
は
歯
科
医
療

費
の
総
枠
拡
大
に
よ
り
、
患

者
負
担
の
引
き
下
げ
、
診
療

報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
と
歯

科
医
療
従
事
者
の
処
遇
・
働

き
方
の
改
善
、
保
険
給
付
範

囲
の
拡
大
を
可
能
に
し
、
国

民
が
よ
り
一
層
の
健
康
を
確

保
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
高
齢
者
の
口
腔
機
能
低
下

に
伴
う
口
腔
外
科
処
置
の
増

加
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
歯
科
医
療
を
取
り
巻
く
様

々
な
課
題
の
根
源
に
は
、
国

に
よ
り
長
く
続
け
ら
れ
て
き

た
歯
科
医
療
費
抑
制
政
策
が

あ
る
。
歯
科
医
療
費
は
１
９

９
６
年
か
ら
10
年
間
、
約
２

兆
５
千
億
円
で
横
ば
い
の
時

期
が
続
い
た
。

　
１
９
８
１
年
か
ら
１
９
９

６
年
ま
で
は
、
薬
価
引
き
下

げ
に
よ
り
生
じ
た
財
源
を
、

医
科
に
限
定
し
て
繰
り
入
れ

続
け
た
結
果
、
累
積
改
定
率

に
２
倍
近
い
差
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
16
年
間
で
失
わ
れ
た
歯

科
医
療
費
の
累
計
は
多
額
で
、

そ
の
影
響
が
現
在
の
歯
科
医

療
機
関
に
大
き
く
影
を
落
と

し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
増
加
に
転
じ
た

も
の
の
そ
の
伸
び
は
微
々
た

る
も
の
で
、
２
０
１
９
年
度

に
よ
う
や
く
３
兆
円
を
突
破

し
て
い
る
。
四
半
世
紀
を
か

け
て
増
加
し
た
額
は
５
千
億

円
に
過
ぎ
な
い
。

　
そ
の
間
に
、
歯
科
医
師
数

の
増
加
、
新
技
術
や
新
材
料

の
登
場
・
普
及
、
高
齢
化
の

進
行
、
国
民
の
健
康
意
識
の

高
ま
り
な
ど
、医
科
と
同
様

に
、歯
科
医
療
費
が
伸
び
る
べ

き
要
因
が
多
数
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、歯
科
医
療
費
の
総

枠
は
抑
制
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
歯
科
医
療
機

関
の
経
営
は
年
々
悪
化
し
、

保
険
診
療
だ
け
で
は
経
営
が

成
り
立
た
な
い
、地
域
に
よ
っ

て
は
自
費
診
療
に
期
待
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
に

追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　
医
療
経
済
実
態
調
査
に
お

け
る
個
人
立
歯
科
診
療
所
の

医
業
収
支
は
、
自
由
診
療
部

分
を
含
め
て
も
な
お
年
々
悪

化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
が
、
歯
科
衛
生
士
の
処
遇

の
問
題
や
低
歯
科
技
工
料
と

し
て
も
現
れ
て
い
る
。

　
歯
科
医
療
の
様
々
な
問
題
・

困
難
は
、
も
は
や
歯
科
医
療

費
の
総
枠
を
拡
大
し
な
け
れ

ば
解
決
で
き
な
い
局
面
に
差

し
掛
か
っ
て
い
る
。

　
　
　

 

◇　

◇　

◇

　

歯
科
医
療
費
の
増
加
は
、

　
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴

い
、
歯
の
治
療
が
必
要
と

な
っ
た
高
齢
者
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
、
高
齢
者

の
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
が
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

り
医
療
費
の
伸
び
率
を
見
る

と
、
概
ね
全
て
の
年
齢
階
級

で
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
１
０
０
歳
以
上
は
15
％

を
超
え
て
い
る
な
ど
、
高
齢

者
層
の
医
療
費
が
増
加
を
牽

引
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　
２
０
２
３
年
度
の
歯
科
医

療
費
（
年
齢
階
級
別
）
は
前

年
比
で
３
・
１
％
増
加
し
て

い
る　
　
　
。

　

年
齢
階
級
別
に
１
人
当
た

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
国
が
拙
速
に
進
め
る
Ｄ
Ｘ
。

本
来
の
定
義
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

浸
透
が
人
々
の
生
活
を
あ
ら

ゆ
る
面
で
よ
り
良
い
方
向
に

変
化
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
る

は
ず
だ
。
今
の
日
本
で
進
め

て
い
る
医
療
Ｄ
Ｘ
は
国
民
の

利
益
に
つ
な
が
る
も
の
で
は

な
く
、
国
民
の
情
報
を
政
府

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
向

へ
持
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
▼
９
月
の

総
裁
選
で
石
破
首
相
は
、
来

月
２
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

保
険
証
新
規
発
行
の
停
止
時

期
の
見
直
し
に
言
及
し
て
い

た
。
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
未
設

置
の
当
院
と
し
て
ホ
ッ
と
し

た
の
は
束
の
間
だ
っ
た
。
首

相
に
就
任
し
た
途
端
、
過
去

の
発
言
が
無
か
っ
た
か
の
よ

う
な
後
ろ
向
き
の
姿
勢
に
転

換
し
た
▼
第
50
回
衆
院
選
。

解
散
前
の
十
分
な
国
会
論
戦

が
必
要
と
の
主
張
を
覆
し
、

早
期
解
散
に
踏
み
切
っ
た
こ

と
に
関
し
て
は
「
新
内
閣
発

足
に
当
た
り
、
国
民
の
信
を

問
う
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

た
だ
け
だ
っ
た
。
こ
れ
で
は

首
相
が
掲
げ
る
「
納
得
と
共

感
」
ど
こ
ろ
か
、
失
望
を
広

げ
た
だ
け
で
は
な
い
か
▼
政

治
家
に
と
っ
て
言
葉
は
命
と

言
わ
れ
る
。
首
相
は
な
ぜ
変

節
し
た
の
か
明
確
に
説
明
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。
本
稿
が

読
ま
れ
る
頃
に
は
選
挙
が
終

わ
り
、
国
民
か
ら
ど
ん
な
審

判
が
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
か
。

橋本　透
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主な目次　

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
シ
ャ
ン
ソ
ン
と
ワ
イ
ン
に
酔

　

い
し
れ
る

解
説
「
骨
太
の
方
針 

２
０
２

４
」

…
面
２

●
時
論
「
歯
科
医
師
数
の
減
少

が
示
す
課
題
」

●
…
面
３

●
…
面
４

●
会
員
訪
問

読
後
感

●

歯科医療費高
齢
者
層
の

　
　
医
療
費
が
増
加

診
療
内
容
別
に
見
る

　
医
療
費
の
伸
び
率

歯
科
医
療
費
の

　
　
　
総
枠
拡
大
を

（
龍
）

公
開
医
政
講
演
会

地
方
に
お
け
る
医
師
の
偏
在
問
題
に
つ
い
て

の
問
題
は
解
決
し
な
い
。
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
き

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
講
演
で
は
医
師
の
地
域
偏

在
に
つ
い
て
、
医
師
が
特
定

の
地
域
や
診
療
科
に
集
中
し
、

特
に
地
方
か
ら
都
市
部
へ
の

医
師
の
集
中
が
目
立
つ
現
状

を
提
示
し
た
。
ま
た
、
臨
床

研
修
の
必
修
化
後
、
研
修
医

が
都
市
部
に
集
中
す
る
傾
向

が
続
い
た
た
め
「
２
０
１
０

年
度
研
修
か
ら
各
都
道
府
県

の
募
集
定
員
上
限
を
設
定
し
、

研
修
医
の
偏
在
是
正
を
図
っ

て
い
る
」「
２
０
０
８
年
以
降
、

地
域
枠
等
を
中
心
に
医
学
部

定
員
数
が
暫
定
的
に
増
加
し

て
い
っ
た
」
と
解
説
し
た
。

　
医
師
の
偏
在
対
策
と
し
て

は
病
院
・
診
療
所
勤
務
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
の
規
制

が
必
要
で
あ
り
「
総
合
診
療

医
を
増
や
す
提
案
」「
外
来
医

師
多
数
区
域
の
都
道
府
県
知

事
の
権
限
強
化
」「
新
た
な
地

域
医
療
構
想
に
関
す
る
検
討

会
で
規
制
的
手
法
や
強
制
力

を
持
つ
対
策
」
な
ど
現
在
、

様
々
な
議
論
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
概
説
し
講
演
会
を
終
了

し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
保
険
医

が
自
由
に
開
業
を
行
う
こ
と

は
難
し
く
な
る
」
な
ど
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
関
心
の
高
さ

が
伺
え
た
（
講
演
要
旨
は
次
号

掲
載
予
定
）。

表
1

表
2

表1 歯科医療費（電算処理分）の動向 ＜年齢階級別＞
（厚労省資料より一部改編）

佐古 和廣先生

　
２
０
２
４
年
９
月
、
厚
労
省
は
２
０
２
３
年
度
分
ま
で
の

デ
ー
タ
を
元
に
年
次
報
告
「
歯
科
医
療
費
（
電
算
処
理
分
）

の
動
向
」を
公
表
し
た
。歯
科
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

特
に
高
齢
者
層
の
増
加
が
そ
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

表2 歯科医療費（電算処理分）の動向 ＜診療内容別＞
（厚労省資料より一部改編）

■年齢階級別１人当たり医療費の対前年伸び率（％）
2019年度

総数 2.7 ▲0.3 5.8 3.3 3.1
0歳以上 5歳未満 1.6 0.4 10.0 ▲6.9 1.7
5歳以上 10歳未満 3.0 ▲0.3 6.3 ▲1.0 2.2
10歳以上 15歳未満 6.9 0.5 11.0 4.0 6.6
15歳以上 20歳未満 6.1 5.9 5.5 1.4 9.9
20歳以上 25歳未満 1.6 12.4 1.7 ▲2.8 3.7
25歳以上 30歳未満 2.1 5.8 4.3 ▲1.3 3.2
30歳以上 35歳未満 2.5 3.0 5.3 1.1 3.8
35歳以上 40歳未満 1.8 2.2 4.7 1.5 3.5
40歳以上 45歳未満 2.3 1.8 4.8 2.0 3.0
45歳以上 50歳未満 2.3 1.2 5.1 3.3 3.2
50歳以上 55歳未満 1.9 ▲0.6 4.8 3.8 3.1
55歳以上 60歳未満 2.6 ▲1.8 5.8 3.4 2.7
60歳以上 65歳未満 2.1 ▲1.9 5.7 4.8 2.6
65歳以上 70歳未満 2.2 ▲2.8 5.6 5.7 2.8
70歳以上 75歳未満 0.8 ▲2.9 3.9 4.7 1.3
75歳以上 80歳未満 1.1 ▲3.5 6.0 3.4 ▲0.2
80歳以上 85歳未満 3.4 ▲2.7 7.3 4.8 2.1
85歳以上 90歳未満 3.9 ▲3.3 7.1 4.9 4.0
90歳以上 95歳未満 5.1 ▲3.3 7.2 4.7 7.3
95歳以上 100歳未満 2.6 ▲3.0 9.4 4.3 6.6
100歳以上 9.6 ▲10.5 9.8 6.5 15.7

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

■診療内容別 対前年 伸び率（％）
2019年度

総数 2.4 ▲0.3 5.3 2.9 2.6
初診 3.3 ▲3.3 2.0 0.1 0.7
再診 6.0 0.8 8.9 ▲0.3 1.9
医学管理 5.2 12.5 12.6 7.1 6.6
在宅 7.5 ▲5.6 9.4 3.7 10.2
投薬 0.5 ▲0.2 ▲0.3 ▲2.3 ▲1.3
注射 ▲3.1 ▲8.8 ▲3.4 ▲3.9 15.2
処置 4.5 ▲1.4 7.7 ▲2.2 4.5
手術・麻酔 2.6 ▲3.7 3.2 1.5 3.9
検査・病理診断 3.0 ▲5.3 6.4 20.7 6.0
画像診断 3.0 ▲1.0 4.6 5.1 5.7
歯冠修復及び欠損補綴 ▲1.0 ▲0.9 0.9 1.8 ▲2.3
リハビリテーション 2.9 ▲8.4 5.7 2.7 2.9
放射線治療 9.4 0.8 ▲12.8 4.5 4.9
歯科矯正 9.1 5.4 22.2 10.9 9.3
入院料等 5.6 ▲8.9 2.6 7.4 18.1
薬剤料 0.8 3.0 ▲0.4 ▲1.1 1.5
特定保険医療材料 2.1 ▲12.2 5.0 5.5 15.1
入院時食事療養等 1.0 ▲14.5 ▲3.2 ▲0.3 13.6
その他 9.2 ▲6.3 7.3 3.9 3.9

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

　全国保険医団体連合会と全国の保険医会・協会が取り組ん
だ、懸賞付きクイズはがき「クイズで考える私たちの医療」につ
いて抽選が行われ、北海道内から１等のダイソンコードレスク
リーナーが１人選ばれました。その他、２等復興支援カタログ
ギフト４名、３等オリジナルQUOカード５名、４等オーガニッ
クコットンハンドタオル１０名が当選しました。
　北海道からのクイズはがき応募総数は約1,600通に上り、
意見欄には現行の保険証の存続やマイナンバーカードに対す
る意見が多く寄せられ関心の高さが伺われました。

「クイズで考える私たちの医療」に

北海道から1等当選！
ご協力ありがとうございました！



保
・
育
成
③
実
効
的
な
医
師

配
置―

の
３
本
柱
で
構
成
し

て
い
る
。

　
①
で
は
、
都
道
府
県
は
医

師
偏
在
是
正
プ
ラ
ン
を
策
定

し
て
、
国
は
「
重
点
的
な
支

援
対
象
区
域
」
を
選
ぶ
。
国

が
地
域
を
指
定
し
、
偏
在
是

正
に
向
け
て
梃
入
れ
を
図
る

も
の
だ
。
関
連
し
て
③
で
は
、

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
等
を
活
用
し
て
、
当
該
区

域
に
あ
る
医
療
機
関
や
処
遇

改
善
の
た
め
の
経
済
的
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
や
、
当
該
区
域

に
医
師
を
派
遣
す
る
中
核
的

病
院
へ
の
支
援
な
ど
を
あ
げ

た
。
別
途
の
基
金
の
創
設
で

は
な
く
、
既
存
の
基
金
を
活

用
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　
②
で
は
、
医
師
少
数
区
域

に
配
慮
し
た
臨
床
研
修
の
広

域
連
携
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制

度
化
、
中
堅
医
師
等
の
総
合

診
療
に
係
る
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
、
医
師
多
数
県
か
ら
医
師

少
数
県
へ
の
地
域
枠
の
振
替

な
ど
検
討
会
で
検
討
・
確
認

（
実
施
）
さ
れ
て
い
る
措
置
を

盛
り
込
む
と
と
も
に
、「
管
理

　
続
い
て
、
厚
労
省
は
医
師

偏
在
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
骨

子
案
を
公
表
し
た
。「
骨
太
」

の
記
載
に
つ
い
て
①
医
師
確

保
計
画
の
深
化
②
医
師
の
確

者
要
件
の
大
幅
な
拡
大
」「
外

来
医
師
多
数
区
域
の
都
道
府

県
知
事
の
権
限
強
化
」「
保
険

医
制
度
に
お
け
る
取
扱
い
等

の
規
制
的
手
法
」
な
ど
の
検

討
を
挙
げ
て
い
る
。

　
医
師
偏
在
対
策
は
、
単
一

の
施
策
で
解
決
で
き
る
よ
う

な
単
純
な
問
題
で
は
な
い
。

多
角
的
な
視
点
か
ら
、
様
々

な
有
効
な
施
策
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　
「
骨
太
」
で
は
、
次
の
２
０

４
０
年
を
見
据
え
て
、
地
域

医
療
構
想
に
つ
い
て
「
か
か

り
つ
け
医
機
能
や
在
宅
医
療
、

医
療
・
介
護
連
携
、
人
材
確

保
等
を
含
め
た
地
域
の
医
療

提
供
体
制
全
体
に
拡
大
」
す

る
。
ま
た
、
従
来
の
病
床
機

能
の
分
化
・
連
携
に
加
え
て
、

「
医
療
機
関
機
能
の
明
確
化
、

都
道
府
県
の
責
務
・
権
限
や

市
町
村
の
役
割
、
財
政
支
援

の
在
り
方
」
な
ど
に
つ
い
て
、

「
法
制
上
の
措
置
を
含
め
て
検

討
」
し
、
年
末
ま
で
に
結
論

を
得
る
と
し
た
。

　
引
き
続
き
、
病
床
削
減
を

進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に

か
か
り
つ
け
医
機
能
の
強
化

（
医
療
・
介
護
連
携
含
め
）
を

基
軸
に
し
て
、
急
性
期
病
床

へ
の
入
院
を
抑
制
し
た
「
地

域
完
結
型
の
医
療
・
介
護
提

供
体
制
の
構
築
」
を
進
め
て

い
く
形
と
な
る
。

　
新
た
な
地
域
医
療
構
想
で

は
、
２
０
４
０
年
を
展
望
し

て
各
種
か
か
り
つ
け
医
機
能

に
関
わ
る
将
来
的
な
「
必
要

量
」
な
ど
数
値
目
標
が
示
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

目
標
達
成
に
向
け
、
か
か
り

つ
け
医
機
能
報
告
（
２
０
２

６
年
１
〜
３
月
報
告
開
始
）

を
実
施
し
て
、「
か
か
り
つ
け

医
機
能
を
担
う
医
療
機
関
を

明
確
化
（
選
別
）
し
つ
つ
、

医
師
と
患
者
の
間
で
か
か
り

つ
け
関
係
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
地
域
で
足
り
な
い
か

か
り
つ
け
医
機
能
の
確
保
」

な
ど
を
進
め
て
い
く　
　
。

　
ま
た
「
骨
太
」
で
は
２
０

２
７
年
度
以
降
、
医
師
養
成

数
は
「
適
正
化
を
検
討
す
る
」

と
し
て
、
削
減
す
る
方
向
を

示
し
て
い
る
。
他
方
、
地
域

医
療
の
確
保
、
新
興
感
染
症

対
応
や
働
き
方
改
革
な
ど
医

療
界
が
抱
え
る
喫
緊
課
題
に

対
す
る
支
援
策
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
。

図

医
療
政
策
の
現
状
と
課
題

骨
太
の
方
針 

２
０
２
４

し
た
場
合
、
被
害
は
甚
大
に

な
る
。
地
域
医
療
情
報
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
地

域
の
ニ
ー
ズ
・
実
情
に
応
じ

て
進
め
ら
れ
る
取
り
組
み
を

抜
本
的
に
支
援
す
べ
き
で
あ

る
。

　
医
療
・
介
護
提
供
体
制
の

整
備
に
向
け
、
年
末
ま
で
に

「
総
合
的
な
」
医
師
偏
在
対
策

が
策
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
　
今
回
の
方
針
で
は
「
医
師

の
地
域
間
、診
療
科
間
、病
院
・

診
療
所
間
の
偏
在
の
是
正
を

図
る
」
と
し
て
「
医
師
確
保

計
画
を
深
化
さ
せ
る
」
と
と

も
に
、総
合
的
な
対
策
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
（
①
人
材
確
保
策

②
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

③
規
制
的
手
法
）
を
２
０
２

４
年
末
ま
で
に
策
定
す
る
」

と
し
た
。

情
報
を
共
有
し
て
い
く
展
望

が
示
さ
れ
て
い
る
。「
骨
太
」

の
記
載
か
ら
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
（
正
確
に
は
マ

イ
ナ
保
険
証
利
用
）
の
体
制

整
備
や
健
康
保
険
証
廃
止
と

同
様
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
全

国
Ｐ
Ｆ
の
構
築
を
進
め
よ
う

と
す
る
姿
勢
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
る
。

　
全
国
Ｐ
Ｆ
の
よ
う
な
全
国

一
元
的
な
情
報
管
理
は
情
報

漏
洩
リ
ス
ク
が
増
し
、
漏
洩

突
破
を
図
る
姿
勢
で
あ
る
。

　
次
い
で
、
政
府
の
「
医
療

Ｄ
Ｘ
」
推
進
工
程
表
に
基
づ

き
、
電
子
カ
ル
テ
導
入
や
電

子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化
、

診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
、Ｐ
Ｈ
Ｒ

の
整
備
・
普
及
を
進
め
る
と

し
た
。「
全
国
医
療
情
報
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」（
以
下
、
全

国
Ｐ
Ｆ
）
の
構
築
で
あ
る
。

　
医
療
Ｄ
Ｘ
工
程
表
で
は
、

遅
く
と
も
２
０
３
０
年
ま
で

に
は
、
全
国
の
医
療
機
関
に

お
い
て
、
国
が
開
発
す
る
標

準
型
の
電
子
カ
ル
テ
・
レ
セ

コ
ン
を
実
装
し
て
、
医
療
等

と
め
」を
背
景
に「
介
護
Ｄ
Ｘ
」

が
追
記
さ
れ
た
が
、
介
護
現

場
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
保
険

証
管
理
、
シ
ス
テ
ム
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
確
保
な
ど
は
困
難
を

極
め
る
。

　
Ｄ
Ｘ
に
関
わ
る
具
体
的
な

記
載
で
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
促
進
を
図
り
、
現
行

の
健
康
保
険
証
に
つ
い
て
、

「
２
０
２
４
年
12
月
２
日
か
ら

の
発
行
を
終
了
し
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
基
本
と
す
る
仕
組

み
に
移
行
す
る
」
と
し
て
、

資
格
確
認
の
１
割
弱
の
マ
イ

ナ
保
険
証
利
用
率
で
も
強
行

る
た
め
の
必
要
な
法
整
備
を

行
う
」
と
追
記
し
て
い
た
こ

と
か
ら
も
、
政
府
や
経
済
界

の
本
音
が
、
医
療
費
の
適
正

化
（
抑
制
）
に
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

　
ま
た
、
厚
労
省
の
介
護
情

報
利
活
用
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
の
介
護
情
報
基
盤
の
構

築
を
ね
ら
う
「
中
間
と
り
ま

　
「
骨
太
」
で
は
、Ｄ
Ｘ
に
お

け
る
７
分
野
を
示
し
、
３
番

目
に
「
医
療
・
介
護
・
こ
ど

も
Ｄ
Ｘ
」
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。「
骨
太
」
原
案
に
「
医
療
・

介
護
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
医
療

費
適
正
化
の
取
組
を
強
化
す
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歯
科
医
師
数
の

　
　
減
少
が
示
す
課
題

　
近
年
、
日
本
の
歯
科
医

師
数
が
減
少
に
転
じ
た
と

い
う
現
象
が
確
認
さ
れ
た
。

２
０
２
２
年
医
師
・
歯
科

医
師
・
薬
剤
師
統
計
（
厚

労
省
）
に
お
い
て
、
２
０

２
０
年
か
ら
の
２
年
間
で

歯
科
医
師
数
が
１
９
８
２

年
以
降
で
初
め
て
減
少
し

た
。
一
方
で
、
同
期
間
に

医
師
数
と
薬
剤
師
数
は
増

加
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

過
剰
と
さ
れ
て
き
た
歯
科

医
師
の
供
給
が
、
一
転
し

て
不
足
へ
と
転
じ
た
。

　
特
に
注
目
す
べ
き
は
、

歯
科
診
療
所
の
開
設
者
数

が
同
期
間
で
２
１
０
０
名

も
減
少
し
た
一
方
で
、
勤

務
者
数
は
５
６
８
名
増
加

援
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
無
理
の
な
い
施
設

基
準
を
設
定
す
る
こ
と
が
、

地
域
医
療
の
維
持
と
向
上

に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
診
療
報
酬

の
見
直
し
や
施
設
基
準
の

緩
和
を
通
じ
て
、
開
業
医

の
経
営
を
支
え
る
包
括
的

な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
歯
科
医

師
数
の
減
少
は
単
な
る
統

計
上
の
現
象
で
は
な
く
、

医
療
体
制
全
体
に
対
す
る

警
鐘
と
捉
え
る
べ
き
で
あ

る
。
医
療
の
未
来
を
守
る

た
め
に
は
、
適
切
な
医
療

政
策
を
打
ち
出
し
、
持
続

可
能
な
経
営
支
援
策
を
講

じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ

れ
は
、Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ―

19
の

影
響
や
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
伴
う
負
担
に
加
え
て
、

高
齢
化
や
継
承
問
題
な
ど

が
開
業
歯
科
医
に
と
っ
て

厳
し
い
状
況
を
生
ん
で
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
口
管
強
や
医
療
Ｄ
Ｘ
、
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
な
ど
の
新
た

な
施
設
基
準
の
届
出
状
況

は
、
２
０
２
４
年
７
月
１

日
時
点
で
多
い
も
の
で
も

20
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
多
く
の
医
療
機
関

が
基
準
を
満
た
せ
て
い
な

い
現
状
が
あ
る
。
そ
の
背

景
に
は
、
診
療
所
経
営
の

圧
迫
や
リ
ソ
ー
ス
不
足
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

歯
科
診
療
所
数
の
変
化

は
地
域
の
人
口
減
少
と
強

く
関
連
し
て
お
り
、
北
海

道
は
人
口
と
診
療
所
数
と

も
に
減
少
し
て
い
る
地
域

で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、

医
療
ア
ク
セ
ス
の
格
差
を

広
げ
る
要
因
に
な
り
か
ね

な
い
。

　
歯
科
医
業
の
継
承
問
題

も
深
刻
で
あ
る
。
多
く
の

歯
科
医
院
が
後
継
者
を
見

つ
け
ら
れ
な
い
ま
ま
閉
院

に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う

報
告
が
あ
り
、
60
歳
以
上

の
開
業
歯
科
医
の
４
割
以

上
が
後
継
の
予
定
な
し
で

あ
る
と
い
う
。

　
現
行
の
診
療
報
酬
制
度

は
、
歯
科
医
師
に
過
度
の

負
担
を
強
い
る
形
と
な
っ

て
お
り
、
十
分
な
経
営
支

　
本
稿
で
は
、
政
府
が
策
定
し
た
「
骨
太
の
方

針
２
０
２
４
」（
以
下
、「
骨
太
」）
に
お
け
る
医

療
分
野
の
重
点
施
策
で
あ
る
「
医
療
・
介
護
Ｄ
Ｘ
」

「
医
師
偏
在
対
策
」「
地
域
医
療
構
想
」
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
と
課
題
を
、
最
新
の
審
議
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
分
析
す
る
。

　
財
務
省
の
「
建
議
」
が
求

め
た
都
市
部
で
診
療
報
酬
の

１
点
単
価
を
切
り
下
げ
て
、

診
療
所
の
地
域
偏
在
の
是
正

に
使
う
な
ど
の
施
策
は
明
記

さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
新

た
な
地
域
医
療
構
想
検
討
会

な
ど
に
お
い
て
、
論
点
・
議

論
が
再
浮
上
す
る
可
能
性
も

あ
る
。
地
域
医
療
に
格
差
と

混
乱
を
も
た
ら
す
診
療
報
酬

の
１
点
単
価
調
整
は
到
底
認

め
ら
れ
な
い
。

　
歯
科
医
療
に
あ
た
っ
て
は
、

生
涯
を
通
じ
た
歯
科
健
診（
国

民
皆
歯
科
健
診
）
に
向
け
た

「
具
体
的
」
な
取
り
組
み
の
推

進
、各
分
野
等
に
お
け
る
「
歯

科
医
師
の
適
切
な
配
置
の
推

進
」
な
ど
が
「
骨
太
」
に
新

た
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
「
有
効
性
・
安
全
性
が

認
め
ら
れ
た
新
技
術
・
新
材

料
の
保
険
導
入
を
推
進
す
る
」

と
追
記
さ
れ
た
。
高
齢
化
が

進
み
フ
レ
イ
ル
対
策
は
じ
め

歯
科
医
療
の
重
要
性
が
年
々

増
す
中
、
真
に
国
民
が
求
め

る
歯
科
医
療
と
な
る
よ
う
、

歯
科
医
療
提
供
体
制
の
充
実
、

低
診
療
報
酬
の
改
善
に
向
け

た
施
策
の
具
体
化
・
実
効
性

こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　

 

◇　

◇　

◇

　
「
骨
太
」
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ
推

進
や
医
師
偏
在
対
策
な
ど
、

日
本
の
医
療
の
未
来
を
大

き
く
左
右
す
る
政
策
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
一
方
で
、

医
療
費
抑
制
を
優
先
し
す

ぎ
て
い
る
点
や
、
患
者
や

医
療
現
場
の
声
が
十
分
に

反
映
さ
れ
て
い
な
い
点
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

山
積
み
で
あ
る
。

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
政
策

の
問
題
点

年
末
に
医
師
偏
在
対
策

を
取
り
ま
と
め

図 地域の医療提供体制のイメージ（大都市部、地方都市部、過疎地域等で異なる）

解　説

医
師
偏
在
対
策
　
　

「
骨
子
案
」

新
た
な
地
域
医
療
構
想

の
策
定

歯
科
医
師
の
　
　
　

適
正
配
置

訪問看護事業所、薬局

住民

主に診療所･中小病院
介護施設・事業所

保険者

訪問診療

受診･相談･入院

オンライン診療

訪問看護､訪問
薬剤管理指導 利用･相談

紹介/逆紹介
市町村

介護サービス

利用・相談

保健事業

地域包括支援
センター

身近な地域における医療・介護の連携体
制

主に在宅療養支援
診療所･病院
・後方支援病床
・24時間の在宅医療
・人材の育成等

・地域の医療機関等や多職種が機能や専門性に応じて連携
・地域によって、一定の症例を集積して医療の質を確保、医療機能の転換･集約化、地域の医療機
　関等の連携の確保、遠隔医療やオンライン診療の活用、医療情報を共有する基盤の整備等
・病院や診療所等の連携確保、複数医師による診療所、複数診療所でのグループ診療の推進等

かかりつけ医機能（身近な地域における日常的な診療、
疾病の予防のための措置その他の医療の提供を行う機能）

専門的な医療の
提供、高度な手術
等が必要な患者、
重症の救急患者
等の受入れ
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れ
、
仲
間
と
一
緒
に
人
生
最

初
で
最
後
の
デ
ィ
ス
コ
に
行

っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、

ご
く
普
通
の
生
活
が
陛
下
に

と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い

青
春
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

陛
下
は
酒
豪
と
の
噂
が
あ
る

が
、「
バ
ー
か
ら
漂
う
香
ば
し

い
ビ
ー
ル
の
か
お
り
」
と
い

う
描
写
が
あ
り
、
そ
の
片
鱗

を
感
じ
さ
せ
た
。

　
最
後
に
「
雅
子
と
と
も
に
、

再
び
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
」
と
あ
っ
た
が
、
今
年

ま
さ
に
そ
の
願
い
を
叶
え
ら

れ
、
青
春
時
代
を
懐
か
し
ま

れ
た
も
の
と
思
う
。

　
昭
和
58
年
、
当
時
の
浩
宮

様
は
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
に
留
学
さ
れ
た
。
大

学
で
は
テ
ム
ズ
川
水
運
の
歴

史
を
研
究
さ
れ
た
。
最
初
の

テ
ム
ズ
川
の
印
象
は
「
汚
い

川
」
だ
っ
た
が
、
研
究
の
た

め
に
周
辺
流
域
を
散
策
す
る

う
ち
に
、テ
ム
ズ
川
を
囲
む
街

並
み
に
魅
了
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　
学
生
寮
で
は
、
洗
濯
や
ア

イ
ロ
ン
が
け
を
ご
自
分
で
さ

徳 

仁 

親 

王 

著

紀 

伊 

国 

屋 

書 

店

（
Ｇ
・
Ｓ
）

ま
す
。

―

ど
の
よ
う
な
医
院
を
目
指
し

　
て
い
ま
す
か

　
今
後
も
、患
者
さ
ん
が「
通

院
し
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
温
か

い
雰
囲
気
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

あ
り
続
け
た
い
で
す
。
地
域

の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
、

患
者
さ
ん
の
健
康
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

―

ご
家
族
は

　
妻
と
息
子
の
３
人
家
族
で

す
。

―

ご
趣
味
は

　
サ
ウ
ナ
巡
り
と
キ
ャ
ン
プ

で
す
。最
近
は
忙
し
く
て
な

か
な
か
行
け
て
い
ま
せ
ん

が
、以
前
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
で
家
族
と
一
緒
に
道
内

を
巡
っ
て
い
ま
し
た
。

患者と共に歩むかかりつけ医

岡本　敏哉 先生
岡本内科クリニック　札幌市・中央区159159

略歴
　北海道札幌市出身。1996年岩手医科
大学卒業後、北海道大学医学部第２内
科に入局。市立札幌病院、斗南病院など
で勤務医としての経験を経て、2009年に
岡本内科クリニックを医院承継。

し
た
。
病
院
で
は
担
当
医
が

変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
開
業
医
で
あ
れ
ば
一
人

の
患
者
さ
ん
を
長
く
診
続
け

ら
れ
る
と
思
い
、
開
業
医
に

な
り
ま
し
た
。

―

開
業
後
苦
労
し
た
こ
と
や
嬉

　
し
か
っ
た
こ
と
は

　
開
業
医
は
、
勤
務
医
と
は

異
な
る
忙
し
さ
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

業
務
に
苦
労
し
ま
し
た
。
ま

た
、
父
の
診
療
方
針
と
私
の

―

本
会
に
入
会
し
た
理
由
は

　
発
行
し
て
い
る
書
籍
が
、

事
務
作
業
に
非
常
に
役
立
つ

た
め
、入
会
を
決
め
ま
し
た
。

―

ご
専
門
は

　
糖
尿
病
専
門
医
で
す
が
、

診
療
は
内
科
全
般
を
行
っ
て

い
ま
す
。

―

開
業
し
た
動
機
な
ど

　
父
が
長
年
地
域
の
方
々
を

診
て
お
り
、
開
業
医
が
患
者

さ
ん
と
密
な
関
係
を
築
け
る

こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま

考
え
が
異
な
る
部
分
も
あ

り
、
意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
分
の
考
え
に
基
づ
い
た
医

療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で

す
。
　
病
気
だ
け
で
な
く
、
患
者

さ
ん
の
背
景
や
家
族
も
含
め

て
、全
人
的
に
診
る
こ
と
で
、

患
者
さ
ん
と
深
く
関
わ
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

―

診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
は

　
患
者
さ
ん
の
話
を
じ
っ
く

り
と
聞
き
、
病
気
に
な
っ
た

背
景
を
理
解
す
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

の
立
場
に
立
っ
て
診
療
を
行

う
こ
と
で
、
よ
り
良
い
医
療

を
提
供
で
き
る
と
考
え
て
い

―

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　

日
々
研
鑽
を
積
み
、最
新

の
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
相
談

で
き
る
、信
頼
さ
れ
る
医
師

で
あ
り
続
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な

　
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
、
今

　
後
も
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

（
聞
き
手
　
事
務
局
丸
岡
）

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
４
年
度
歯
科
部
事
業
に
つ
い
て

　
・ （
10
／
12
）
技
工
士
会
・
衛
生
士
会
と
の
懇
談

　    …

進
行
予
定
を
確
認
す
る
。

　
・ （
10
／
19
）
歯
科
保
険
講
習
会

　    …

進
行
予
定
を
確
認
す
る
。

　
・ （
11
／
９
）
歯
科
市
民
集
会

　    …

進
行
お
よ
び
使
用
備
品
を
確
認
す
る
。

　
・ 

歯
科
保
険
診
療
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

　    …

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
確
認
。
本
会
新
聞
11
／
５
号

　
　

   

に
同
封
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
・ 

札
幌
歯
科
医
師
会
と
の
懇
談
会

　    …

開
催
日
時
と
出
席
者
を
確
認
す
る
。

　
・ 

歯
科
臨
床
講
演
会

　    …

開
催
日
と
開
催
形
式
を
確
認
す
る
。

②
保
団
連
事
務
連
絡
に
つ
い
て

    

・  

保
団
連
か
ら
の
依
頼
内
容
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。

③
医
療
機
関
の
院
内
掲
示
に
つ
い
て

    

・
掲
載
が
必
要
な
施
設
基
準
に
つ
い
て
確
認
し
た
後
、

　

  

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

④
そ
の
他

    

・歯
科
保
険
診
療
研
究（　

／
５
号
）の
確
認
を
行
っ
た
。

第
7
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
10
月
11
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回 

２
０
２
４
年
度
第
8
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…

11
月
13
日（
水
）午
後
７
時

テ
ム
ズ
と
と
も
に

　   

　
　
　
英
国
の
二
年
間

　本会では、歯科医院経営の実態をより深く把握し、
診療報酬改定をはじめとする歯科医療の改善に向けた
活動を進めるため、毎年歯科会員アンケートを実施
しております。
　アンケートの結果は、本会の新聞やホームページ
で公開するとともに、皆様からいただいた貴重なご意見
は、保団連を通じて厚生労働省への交渉資料として
活用させていただきます。また、今後の本会の事業や
歯科医療の改善活動に積極的に反映させてまいります。
　お忙しいところ恐縮ですが、12月13日（金）まで
にご回答いただけますよう、ご協力をお願いいたします。

シ
ャ
ン
ソ
ン
と

ワ
イ
ン
に
酔
い
し
れ
る

札
幌
支
部
・
石
狩
支
部
共
催
　
文
化
講
演
会

おかもと としや

門田 佳正氏

【回答方法】（いずれか1つ）

・右記QRからオンラインで回答
・FAX（011-231-6283）にて送信
・本号同封の返信用封筒にて郵送
　※発信人欄の記入不要

11

氏
の
歌
声
に
酔
い
し
れ
た
。

　
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

リ
ュ
シ
エ
ン
ヌ
・
ボ
ワ
イ
エ

の
「
聞
か
せ
て
よ
愛
の
言
葉

を
」
に
始
ま
り
、「
悲
し
み
の

ヴ
ェ
ニ
ス
」
や
「
帰
り
来
ぬ

青
春
」
な
ど
、
シ
ャ
ル
ル
・

ア
ズ
ナ
ヴ
ー
ル
を
偲
ん
だ
選

曲
も
含
ま
れ
、
ア
ン
コ
ー
ル

曲
は
イ
ヴ・モ
ン
タ
ン
の
「
枯

葉
」
で
締
め
く
く
っ
た
。

　
歌
の
合
間
で
門
田
氏
の
軽

妙
な
ト
ー
ク
と
日
本
語
訳
の

歌
詞
を
交
え
た
演
出
に
よ
り
、

会
場
は
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
世
界

に
包
ま
れ
た
。
参
加
者
は
門

田
氏
が
歌
う
様
子
を
撮
影
し

た
り
、
美
味
し
い
ワ
イ
ン
と

料
理
、
雰
囲
気
の
あ
る
音
楽

で
晩
秋
の
夜
を
満
喫
し
た
。

　
10
月
10
日
、
札
幌
支
部
・

石
狩
支
部
共
催
の
文
化
講
演

会
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
と
ワ
イ
ン

の
夕
べ
〜
ア
ズ
ナ
ヴ
ー
ル
を

偲
ん
で
〜
」
を
札
幌
市
内
で

開
催
し
、
会
員
と
家
族
合
わ

せ
て
71
名
が
参
加
し
た
。

　
ホ
テ
ル
自
慢
の
料
理
を
堪

能
し
た
後
、
参
加
者
た
ち
が

待
ち
に
待
っ
た
シ
ャ
ン
ソ
ン

の
歌
唱
が
始
ま
っ
た
。
今
年

の
文
化
講
演
会
は
、
日
本
ア

マ
チ
ュ
ア
シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
ン

ク
ー
ル
の
全
国
大
会
で
数
々

の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
札
幌

市
出
身
の
門
田
佳
正
氏
が
出

演
。
深
み
の
あ
る
歌
声
が
会

場
に
響
き
渡
り
、
ワ
イ
ン
を

片
手
に
参
加
者
た
ち
は
門
田

大通公園が望める待合室

歯科会員対象 ※本号に同封

歯科保険診療に関する
アンケートのお願い

年内書類締切日のご案内
○掛金払込中断・再開、振替口座変更
　1月27日振替分

※左記締切日につきまして
　は、確実に年内着金等が
　できるように設定されて
　おります。締切日以降も
　順次お手続きいたします
　ので、締切日を過ぎて提
　出された場合にも年内着
　金する可能性があります。

○年内一時金請求
　年 内 着 金

着金日にかかわらず、年内の手続き完了分は2024年度の課税と
なります。2025年度の課税をご希望の場合は事前にお知らせください。

共済部から保険医年金に関するお知らせ

・・・12月20日（金）【予定】

・・・12月10日（火）【予定】



お問い合わせは、北海道保険医会事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

WEB保険診療セミナー（医科）

場　所 札幌パークホテル（札幌市中央区南10条西３丁目）

対　象 会員および会員が同伴する家族

日　時 12月7日（土）17：00～19：00

会　費 会員1人 6,000円　
家族1人 4,000円（小学生以下2,000円）

■日　時：11月21日（木）18:30～
　　　　　　（所要時間90分程度）
■会　場：Zoomウェビナーによるオンラインセミナー
■講　師：原田 三恵 氏（特定社会保険労務士）
　　　　　　本会事務局員
■対　象：医科会員、会員所属の医療機関職員
■締　切：11月19日 正午まで
■申　込：右記QRもしくは本会ホームページから
　　　　　　申込ください

ベースアップ評価料について
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歯周病重症化予防治療（P重防）と
歯周病安定期治療（SPT）について

　歯周病は進行・再発しやすい疾患であることから重症化
を予防し、歯周組織の維持・安定のため歯周病重症化予防
治療（P重防）と歯周病安定期治療（SPT）により継続的な疾
患管理を行う。今回は今次改定の内容を加えて整理し、症
状悪化による治療の流れについても解説する。

歯周病重症化予防治療（P重防）
　2回目以降の歯周病検査の結果、ポケットの深さが4mm未満で、部分的な
歯肉の炎症またはプロービング時の出血が認められる状態の患者に対し、歯
周病の重症化予防のために行う。

歯周病安定期治療（SPT）

P重防とSPT

P重防

全顎SC→P重防
歯周病検査 SC 歯周病検査 SC

所定点数

算定対象

開始時の状態

1～9歯

10～19歯

20歯以上

対象疾患 G、P P

医学管理

ポケット深さ

歯肉、歯槽部
の状態

4mm未満 4mm以上の部位がある

一時的に症状が安定

算定単位

包括項目

開始時期

算定開始時の留意点

2回目以降の管理

管理計画書を作成し、患者またはその家族など
に文書提出
必要に応じて歯周病検査を行い症状の安定を
確認し、患者またはその家族などに文書提出

歯周炎に係る咬調（二次性咬合性外傷）、SC、SRP、
P処、歯清、在口衛、バイオ除、非経口処

SC後の歯周病検査
（P混検除く）以降

プロービング時に出血あり、
または歯肉に炎症あり

歯周基本治療後の歯周病検査
（P混検除く）以降

歯管、歯在管または特疾患を算定した患者

150点

200点

300点

3月1回

200点

250点

350点

+120点

記号 SPTの間隔短縮が必要な状況 左記状態におけるカルテ記載事項など

イ 歯周外科手術を実施した場合 全身状態など

ロ 全身的な疾患の状態により歯周病の
病状に大きく影響を与える場合

①3カ月以内の間隔で実施する理由、
　全身状態など
②主治医からの文書を添付

+120点

+120点

SPT 口管強加算

　4mm以上の歯周ポケットを有する患者で、一連の歯周基本治療が終了した
後、一時的に症状が安定（歯周組織はほぼ健康であり、一部分に病変の進行が
停止・症状が安定している4mm以上の歯周ポケットが認められる状態）したも
のに対し、歯周組織の状態を維持するために行う。

歯周病安定期治療（SPT）を毎月実施する場合

【歯周病ハイリスク患者加算における算定例】

　口管強届出医療機関や治療間隔の短縮を必要とされる場合、毎月算定す
る。

P重防開始後に症状が悪化した場合の取り扱い
　・SC終了後にP重防を開始し、症状悪化の場合
　  →歯周基本治療を行う
　・歯周基本治療後にP重防を開始し、症状悪化の場合
　  →3月目以降SPT開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・SPTからP重防に移行し、症状悪化の場合
　  →算定イメージ

※１ 口管強において、SPTからP重防に移行した場合は、毎月算定可
※２ 歯周外科手術後などの場合や口管強届出医療機関は毎月算定可
※３ SPT算定期間中のP部検は算定不可
※４ 特疾管は歯周病に関する管理計画が含まれている場合に限る。または介護保険の居宅療養管
　　 理指導に管理計画が含まれていればP重防、SPTは算定できる
※５ 「歯肉に炎症が認められない場合、またはBOPが認められない場合」を病状安定とする

※１ 口管強でSPTからP重防に移行する場合はSPTの翌月からP重防が連月算定可
※２ ポケット深さ4ｍｍ未満で、歯肉に炎症が認められない状態

※ 糖尿病の病態によって歯周病が重症化する恐れのある患者に対し、SPTを実施した場合、歯周病
　 ハイリスク患者加算（Pリスク）として80点を加算する。なお、歯周病管理を適切に行うため、定期
　 的に糖尿病をふまえた歯周病管理などに関する講習会や研修会に参加し、必要な知識の習得に
　 努める。

※ SPTの治療期間の短縮が必要な場合、主治医からの文書の写しをカルテに添付 

※1

※3

原則3月1回 月1回
※2

※4

※

※5

歯周病検査 P重防

歯周基本治療後→P重防 SPT改善後→P重防※1

※2

歯周病検査
3カ月

悪化
ポケット4mm以上
SPRへ以降

P重防

歯周病検査 SRP

歯周病検査 P重防

歯周病検査
3カ月

治癒

3カ月

P重防

歯周病検査 SC

歯周病検査 SRP

歯周病検査 SPT

歯周病検査 P重防

歯周病検査 P重防
3カ月

3カ月 改善

悪化
ポケット4mm以上
SPTへ以降

3カ月

悪化
ポケット4mm以上
SPTに戻る

ハ 糖尿病の状態により、歯周病が重症化
する恐れのある場合 Pリスク+80点

二 全身的な疾患の状態により歯周外科
手術が実施できない場合

ホ 侵襲性歯周炎の場合（若年性歯周炎、
急速進行性歯周炎、特殊性歯周炎）

口管強届出あり（20歯以上）

口管強届出なし（20歯以上）

6月 7月 8月

6月 7月 8月

SPT（350点）

歯周病ハイリスク
患者加算（80点）

歯周病ハイリスク
患者加算（80点）

歯周病ハイリスク
患者加算（80点）

SPT（350点） SPT（350点）

SPT（350点） SPT（350点） SPT（350点）

口管強（120点） 口管強（120点） 口管強（120点）

3カ月以内の間隔で実施する理由、
全身状態など

歯周病ハイリスク
患者加算（80点）

歯周病ハイリスク
患者加算（80点）

歯周病ハイリスク
患者加算（80点）

参加費
無料クリスマス会

詳細は本号同封のちらしをご覧ください。

定　員

80名
先着順


